
マグマの蓄積と噴火を繰り返す桜島では、
マグマ蓄積の場所や形状が時期により異なることが、
地殻変動観測により明らかになった。

下図のような複雑なマグマ供給系が推定されている。
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姶良カルデラ下の
マグマ溜まり２つのマグマ溜まりの

等方的な体積膨張
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北岳下の
マグマ溜まり
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桜島の多様なマグマ蓄積

大アスペリティの中に弱い小アスペリティがある場合の先行過程
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小アスペリティの半径／大アスペリティの臨界核半径
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